
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
七
九

告

示

○
新
た
な
土
地
改
良
事
業
を
行
う
こ
と
を
認
可
し
た
件

二
七
九

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件

二
七
九

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
件
三
件

二
八
〇

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所

有
者
等
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件

二
八
〇

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件

二
八
一

公

告

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件

二
八
二

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
件

二
八
二

○
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
を
解
除
す
る
件

二
八
二

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
八
三

福
島
県
人
事
委
員
会

○
市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

二
八
三

規

則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
株
式
会
社
東
邦
銀
行
会
津
支
店
の
項
中
「
会
津
若
松
市
大
町
一
丁
目
」
を
「
会
津
若
松
市

大
町
」
に
改
め
、
同
表
株
式
会
社
東
邦
銀
行
会
津
本
町
支
店
の
項
中
「
会
津
若
松
市
本
町
」
を
「
会
津

若
松
市
大
町
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
出
納
総
務
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
梁
川
町
土
地
改
良
区
が
梁
川
地
区
維
持
管
理
事
業
に
係
る
新
た
な
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
十
月
二
日
認
可
し
た
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
寺
山
甲
一
一
六
七
の
一
五
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
喜
多
方
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

───────────────────────────────────────────────────────────
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準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
喜
多
方
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
寺
山
甲
一
一
六
七
の
八
、
甲
一
一
六
七
の
一
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
喜
多
方
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
喜
多
方
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

耶
麻
郡
磐
梯
町
大
字
磐
梯
字
磐
梯
山
六
六
七
八
の
一
、
六
六
七
八
の
五
、
六
六
七
八
の
八
か
ら
六

六
七
八
の
一
二
ま
で
、
六
六
七
八
の
二
一
、
六
六
七
八
の
三
六
、
六
六
七
八
の
三
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
磐
梯
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
磐
梯
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

耶
麻
郡
磐
梯
町
大
字
磐
梯
字
磐
梯
山
六
六
七
八
の
二
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
磐
梯
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
磐
梯
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
相
手

方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
柳
津
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────
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令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

旧
長
倉
部
落
共
有

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ

と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
（
令
和
元
年
福
島
県
告
示
第
百

四
号
）
に
よ
る
こ
と
。

３

当
該
告
示
の
内
容
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
森
林
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
意
見
書
を
福
島
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
会
津
若
松
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

山
浦
俊

小
沼
虎
千
代

尾
崎
久
衛

寺
崎
作
十
郎

高
野
久
信

鹿
目
齊
宮

大
隈
保

嘉
藤

千
代

板
橋
清
馬

板
橋
●
美

島
影
國
雄

峯
岸
忠
亥

穴
澤
幸

増
井
嘉
吉

井
関
等

山
口

啓
越

井
関
鉄
雄

山
田
二
三
夫

島
影
俊
雄

遠
藤
直
江

内
川
由
寛

内
川
保
則

三
國
久
吾

三
國
兵
馬

高
橋
喜
與
四

菊
地
茂

山
中
緑

佐
藤
小
新

五
十
嵐
利
雄

佐
藤
茂

板
橋
ハ

ル
イ

佐
藤
忠
義

佐
藤
昌
榮

矢
部
義
雄

栗
城
一
雄

渡
部
品
三

白
井
傳
己

深
谷
康
男

内
川
政
蔵

菊
地
義
源

大
竹
久
美

永
井
初
江

大
竹
喜
一

山
田
勝
美

菊
地
熊
鉄

山
田
善

作

遠
藤
藤
江

安
田
沢
世

白
井
敏
夫

髙
橋
庄
松

山
中
喜
己
男

渡
部
隆
三

古
田
紀
悦

峯
城
憲
治

佐
藤
静
夫

大
竹
龍
雄

三
鈷
八
百
次

島
影
富
士
子

山
浦
俊

穴
澤
卯
一
郎

深

谷
元
義

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
平
成
三
十
一
年
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
七
十
七
号
）
に
よ

る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

公

告

�



令和元年10月15日 火曜日 福 島 県 報 第47号 282

公 告 第 １ １ ９ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 庶 務 シ ス テ ム 改 修 業 務 （ 会

計 年 度 任 用 職 員 等 関 係 ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、
地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372
号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17
号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 元 年 10月 15日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 庶 務 シ ス テ ム 改 修 業 務 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 等 関 係 ） 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 総 務 部 人 事 総 室 職 員 業 務 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 元 年 ９ 月 ２ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
日 本 電 気 株 式 会 社 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 ７ 番 １ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
1 5 2 , 9 0 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当

（ 職 員 業 務 課 ）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

福
島
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
教
育
委
員
会

建
造
物
の
部

名

称

員
数

所
有
者

所

有

者

の

住

所

所

在

の

場

所

八
槻
都
々
古
別
神

二
棟

宗
教
法
人

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
八

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字

社

都
々
古
別

槻
字
大
宮
二
二
四
番
地

八
槻
字
大
宮
二
二
四
番

本
殿
・
随
身
門

神
社

地

（
文
化
財
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

福
島
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
教
育
委
員
会

建
造
物
の
部

名

称

員
数

所
有
者

所

有

者

の

住

所

所

在

の

場

所

旧
岡
崎
家
住
宅

一
棟

株
式
会
社

会
津
若
松
市
扇
町
三
八
番

会
津
若
松
市
河
東
町
大

神
保

地

字
南
高
野
字
高
塚
山
一

六
八
六
番
地
六（

文
化
財
課
）

福
島
県
公
安
委
員
会

───────────────────────────────────────────────────────────
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【定価 １箇月 3,560円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

令和元年10月15日 火曜日 福 島 県 報 第47号283

福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。
令 和 元 年 10月 15日

福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長 森 岡 幸 江
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ６ 号

福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則
福 島 県 道 路 交 通 規 則 （ 昭 和 35年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 14号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。
第 ９ 条 第 １ 号 ア に 次 の よ う に 加 え る 。

(ｶ) タ ン デ ム 車 （ ２ 人 乗 り 用 と し て の 構 造 を 有 し 、 か つ 、 ペ ダ ル 装 置 が 縦 列 に 設
け ら れ た 自 転 車 を い う 。 ） に 運 転 者 以 外 の 者 １ 人 を 乗 車 さ せ て い る 場 合

附 則
こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 11月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

（ 交 通 企 画 課 ）

福
島
県
人
事
委
員
会

市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
月
十
五
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
人
事
委

員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
選
考
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

場
合
は
、
職
員
を
次
に
掲
げ
る
職
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
と
す
る
。

一

か
つ
て
学
校
栄
養
職
員
又
は
事
務
職
員
で
あ
つ
た
者
を
も
つ
て
補
充
し
よ
う
と
す
る
職
で
そ
の

者
が
か
つ
て
正
式
に
任
命
さ
れ
て
い
た
職
と
同
等
以
下
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の

二

法
第
二
十
六
条
の
六
第
七
項
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
百
十
号
）
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
八
条
第
一
項
又
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
条
若
し
く
は
第
五
条
の

規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
を
も
つ
て
補
充
し
よ
う
と
す
る
職

三

そ
の
他
人
事
委
員
会
が
採
用
試
験
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
職

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
採
用
給
与
課
）

───────────────────────────────────────────────────────────
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